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ONE FOR ALL,ALL FOR ONE

表紙写真、イラストの募集と併せ、市内での地域活動、

イベント、スポーツ活動の取材先を募集しています。

いわで
議会だより

2022.12

和歌山県 岩出市議会
編集／議会広報常任委員会
岩出市議会ホームページ https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/
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令和３年度決算議案７件を審査するため、10 月 11 日から 10 月 14 日まで開催しました。

・一般会計歳入歳出決算認定
・国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
・介護保険特別会計歳入歳出決算認定
・後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
・墓園事業特別会計歳入歳出決算認定
・水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決算認定
・下水道事業会計収入支出決算認定

令和４年第３回定例会議決結果

決算審査特別委員会

全会一致の議案等

案　　　件　　　名 結果

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度岩出市一般会計補正予算第２号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度岩出市水道事業会計補正予算第２号） 承認

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可決

令和４年度岩出市一般会計補正予算（第３号） 可決

令和４年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決

令和４年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

市道路線の認定について 認定

決算審査特別委員会委員（９月５日選任）
◎委員長　　梅田哲也（創生岩出）
〇副委員長　奥田富代子（公明党議員団）

委　員　　井神慶久（ネット岩出）
委　員　　尾和正之（郁青青クラブ）
委　員　　吉本勧曜（ネット岩出）
委　員　　大上正春（公明党議員団）
委　員　　市來利恵（日本共産党議員団）

決算審査特別委員会は、市の前年度の決算
認定の審査のために設置される特別委員会
です。

「議会だより」表紙を飾る写真、イラスト募集中
詳しい内容は、議会事務局へお問い合わせいただくか、
岩出市議会ウェブサイト表紙募集要領をご覧ください。

お問い合わせ・ご応募は 岩出市議会事務局まで
〒 649-6292　岩出市西野 209 番地
電話：0736-61-6947（直通）　ＦＡＸ：0736-61-6946
メール：gikai@city.iwade.lg.jp
岩出市議会ウェブサイト
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

地域イベント、
スポーツなど取材先も

募集しています。

詳しい内容は↓

表紙募集要領

随 時 募 集

いわで議会だより − 2 −いわで議会だより



福
ふく

岡
おか

進
しん

二
じ

　議員	 4ページ

◎マイナンバーカードの普及等について

◎ペットとの共生について

梅
うめ

田
だ

哲
てつ

也
や

　議員	 5ページ

◎全国学力学習状況調査の結果と課題について

◎公共施設における感染防止対策について

大
おお

上
うえ

正
まさ

春
はる

　議員	 6ページ

◎投票率向上について

◎マイナンバーカード普及促進事業について

奥
おく

田
だ

富
と

代
よ

子
こ

　議員	 7ページ

◎ＩＣＴ化における子供の目を守る取組について

◎障害者支援について

◎マンホールトイレについて

尾
お

和
わ

正
まさ

之
ゆき

　議員	 8ページ

◎職員の飲酒運転問題について

◎市道の維持・管理について

市
いち

來
き

利
り

恵
え

　議員	 9ページ

◎世界平和統一家庭連合（旧統一教会）及び
　関連団体について

◎マイナンバーカードについて

◎中学校運動部活動の地域移行について

増
ます

田
だ

浩
こう

二
じ

　議員	 10ページ

◎投票率向上施策について

◎職員体制について

◎県道泉佐野岩出線の環境整備について

７名の議員が市政を問う

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。

＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一 般 質 問

一般質問項目の事前公表　一般質問の質問者・項目は、事前にウェブサイトで公表しています。

令和４年第３回定例会（９月議会）

 どなたでも傍聴できますので、議会ウェブサ
イトなどで日程をご確認いただき、市役所３階
の傍聴席にお気軽にお越しください。

いわで議会だよりいわで議会だより− 3 −



コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
決
定

答
　
弁

　
理
事

①
４
月
３０
日
時
点
で
３７．７
％
。

５
月
１８
日
の
特
設
会
場
開
設

に
伴
い
、
８
月
３１
日
時
点
で

交
付
率
は
４１.１
％
に
上
昇
。

②
９
月
末
の
目
標
交
付
率
を

４５
％
に
設
定
。
ま
た
、
今
年

度
末
の
交
付
率
５５
％
達
成
を

目
指
し
て
、
ま
だ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
市
民
の
方
に
対
し
て
、
特

設
会
場
へ
の
来
場
を
促
し
、

さ
ら
な
る
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
を
図
っ
て
い
く
。

答
　
弁

　
市
長

③
こ
れ
ま
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
状
況
や
、
他

の
自
治
体
の
導
入
状
況
、
各

種
証
明
書
１
通
に
か
か
る
経

費
等
を
考
慮
し
、
導
入
に
向

け
た
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

今
年
度
中
に
ほ
ぼ
、
全
国

民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
有
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
国
の
方
針
に
従
い
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
を
決

定
し
た
。

再
　
質
　
問

普
及
に
向
け
て
の
今
後
の

対
策
は
。

答
　
弁

　
理
事

引
き
続
き
、
特
設
会
場
で

実
施
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
申
込
み
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
各

種
事
業
等
を
通
じ
、
カ
ー
ド

の
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

ペ
ッ
ト
と
の
共
生

に
つ
い
て

質
　
問

①
本
市
で
登
録
の
犬
と
猫
の

頭
数
、
ま
た
、
昨
年
度
の
新

規
の
頭
数
は
。

②
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
同
行

避
難
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
令
和
４
年
３
月
末
現
在
の

本
市
の
畜
犬
登
録
数
は
、
２
，

８
５
１
頭
で
、
そ
の
う
ち
、

令
和
３
年
度
の
登
録
数
は
213

頭
。
猫
に
つ
い
て
は
、
登
録

の
義
務
が
な
い
た
め
市
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。

答
　
弁

　
総
務
部
長

②
大
規
模
災
害
発
生
時
の
長

期
間
に
わ
た
る
避
難
所
生
活

を
想
定
し
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
避
難
所
で

は
動
物
が
苦
手
な
方
や
、
ア

レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
方
な

ど
、
様
々
な
人
が
共
同
生
活

を
行
う
た
め
、
ペ
ッ
ト
は
原

則
、
屋
外
に
設
け
る
所
定
の

ス
ペ
ー
ス
で
、
ケ
ー
ジ
等
に

入
れ
飼
育
す
る
な
ど
、
ペ
ッ

ト
に
関
す
る
項
目
を
記
載
。

ま
た
、
小
中
学
校
等
の
避

難
施
設
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
ス

ペ
ー
ス
の
事
前
想
定
等
を

行
っ
て
い
る
。

国
が
実
施
し
て
い
る
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
に
合
わ

せ
、
５
月
中
旬
か
ら
市
役
所

駐
車
場
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
特
設
会
場
を
開
設
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
等
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
、

出
張
申
請
受
付
を
行
う
な
ど
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
　
問

①
特
設
会
場
開
設
前
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

と
、
開
設
後
の
交
付
率
は
。

②
９
月
末
と
今
年
度
末
の
目

標
交
付
率
の
設
定
は
。

③
全
国
で
947
団
体
、
県
内
で

は
、
６
市
５
町
が
導
入
し
て

い
る
。
全
国
各
地
の
コ
ン
ビ

ニ
で
各
種
証
明
書
が
取
得
可

能
と
な
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
に
向
け
、
市

の
見
解
は
。

福
ふく

岡
おか

　進
しん

二
じ

 議員
（ネット岩出）

特設会場の受付
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詳
細
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
。

④
小
中
学
校
と
も
に
学
力
の

二
極
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

学
習
意
欲
が
向
上
す
る
よ
う
、

補
充
学
習
や
復
習
な
ど
個
別

に
丁
寧
に
行
い
、
底
上
げ
を

図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
県
全
体
の
課
題
で

あ
る
中
学
校
に
お
い
て
の
「

学
び
合
い
」
を
中
心
と
し
た

授
業
改
善
が
一
刻
も
早
く
進

む
よ
う
、
先
進
校
へ
の
視
察

や
指
導
主
事
に
よ
る
訪
問
指

導
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
公
共
施
設
に
お
け
る

　
感
染
防
止
対
策
は

質
　
問

①
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

公
共
施
設
の
換
気
設
備
の
整

備
が
重
要
だ
が
、
現
状
認
識

は
。

②
空
気
清
浄
機
の
今
後
の
導

入
計
画
は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
市
庁
舎
で
は
、
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
の
設
置
や
窓
の
開
放

に
よ
る
換
気
を
実
施
し
、
効

果
を
感
じ
て
い
る
。

②
市
庁
舎
の
導
入
予
定
な
し
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
公
立
保
育
所
な
ど
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

４
月
に
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
た
、
小
学
６
年
生
と
中

学
３
年
生
対
象
の
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
の
結
果
と
課

題
に
つ
い
て
。

質
　
問

①
和
歌
山
県
で
は
、
小
学
６

年
生
は
、
国
語
・
算
数
・
理

科
と
も
に
お
お
む
ね
、
全
国

平
均
並
で
あ
っ
た
が
、
岩
出

市
で
は
ど
う
か
。

②
和
歌
山
県
で
は
、
中
学
３

年
生
は
、
国
語
・
数
学
・
理

科
と
も
に
全
国
平
均
を
下
回

っ
て
い
る
が
、
岩
出
市
で
は

ど
う
か
。

③
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
の

調
査
結
果
の
特
徴
は
。

④
今
後
、
学
力
向
上
へ
の
課

題
と
対
策
は
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

策
分
科
会
の
提
言
に
基
づ
き
、

効
果
的
な
換
気
を
日
々
実
施

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

窓
開
け
換
気
と
空
気
清
浄
機

な
ど
の
機
械
換
気
を
併
用
し
、

換
気
能
力
を
高
め
て
い
る
。

特
に
風
通
し
の
悪
い
場
所

な
ど
で
は
、
二
酸
化
炭
素
濃

度
の
測
定
も
行
っ
て
い
る
。

②
感
染
症
対
策
の
更
な
る
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　市内の小中学生の
　　　　　学力状況は

梅
うめ

田
だ

　哲
てつ

也
や

 議員
（創生岩出）

岩出保育所の空気清浄機

全国学力学習状況調査

①小学 6年生の結果
国語 算数 理科

岩出市 64 点 62 点 62 点

全国平均比較 △ 1.6 △ 1.2 △ 1.3

和歌山県平均比較 △ 1.0 △ 1.0 △ 1.0

②中学 3年生の結果
国語 数学 理科

岩出市 62 点 47 点 43 点

全国平均比較 △ 7.0 △ 4.4 △ 6.3

和歌山県平均比較 △ 4.0 △ 3.0 △ 3.0

（令和 4年 4月 19 日実施）

③生活習慣や学習環境の調査結果　一部抜粋

小学 6年生 中学 3年生

朝食を毎日食べる 91.9％（△ 2.5） 89.1％（△ 2.8）

携帯電話・スマートフォンの使い方につ
いて家の人と約束したことを守っている

65.9％（△ 5.6） 66.9％（△ 2.6）

地域の行事に参加している 36.7％（△ 16.0） 30.4％（△ 9.6）

家で計画をたてて勉強している 65.0％（△ 6.1） 46.3％（△ 12.2）

読書は好き 71.7％（△ 1.4） 60.2％（△ 8.0）

授業以外全く読書をしない 29.6％（＋ 3.3） 55.7％（＋ 16.7）

（　）内は全国平均との比較

空気清浄機導入状況
施設名 導入台数

公立保育所 60 台

私立保育所 38 台

学童保育 12 台

あいあいセンター  9 台

認可外保育所 18 台

※ R4.9.1 時点

※公立保育所は補正予算に
より 34 台追加予定

いわで議会だよりいわで議会だより− 5 −



全
国
的
に
、
国
政
選
挙
を

中
心
に
投
票
率
低
下
の
傾
向

が
見
ら
れ
、
若
年
層
の
投
票

率
低
下
が
顕
著
。
和
歌
山
県

も
例
外
で
な
く
、
そ
の
中
で

も
本
市
の
投
票
率
は
、
過
去

の
選
挙
の
ほ
と
ん
ど
が
、
県

下
最
低
投
票
率
で
あ
る
。

質
　
問

①
本
市
の
直
近
の
年
齢
層
別

投
票
率
は
。

②
低
投
票
率
へ
の
見
解
は
。

③
投
票
率
向
上
に
向
け
た
過

去
か
ら
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
　
弁

　
行
政
委
員
会
事
務
局
長

①
直
近
の
年
齢
層
別
投
票
率
。

②
③
若
年
層
の
投
票
率
の
向

上
は
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
お
り
、
新
聞
折
込
み
啓
発

チ
ラ
シ
の
配
布
、
懸
垂
幕
、

横
断
幕
、
市
広
報
紙
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
啓
発

活
動
に
取
り
組
む
。

再
　
質

　
問

今
秋
オ
ー
プ
ン
す
る
市
内

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
、

高
等
学
校
へ
の
、
移
動
期
日

前
投
票
所
の
開
設
な
ど
若
年

層
の
投
票
率
向
上
へ
の
考
え

は
。

答
　
弁

　
行
政
委
員
会
事
務
局
長

現
在
の
と
こ
ろ
は
実
施
の

予
定
は
な
し
。
期
日
前
投
票

所
の
増
設
は
、
選
挙
人
の
利

便
性
を
高
め
、
投
票
機
会
の

拡
大
に
つ
な
が
り
、
投
票
し

や
す
い
環
境
整
備
は
重
要
で

あ
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続

き
研
究
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
促
進
に
つ
い
て

質
　
問

①
現
時
点
の
申
請
率
と
交
付

率
は
。

②
9
月
末
ま
で
の
申
請
率
の

め
ど
は
。

答
　
弁

　
理
事

再
　
質

　
問

①
自
治
体
独
自
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
内
容
と

導
入
に
向
け
て
の
考
え
は
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

紛
失
の
リ
ス
ク
と
対
応
は
。

答
　
弁
　
理
事

①
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
金

や
、
健
康
増
進
活
動
に
参
加

し
た
住
民
へ
の
特
典
な
ど
、

幅
広
い
施
策
に
活
用
が
可
能
。

国
で
は
、
シ
ス
テ
ム
改
修

費
等
の
一
部
を
、
自
治
体
に

助
成
す
る
と
し
て
い
る
が
、

ポ
イ
ン
ト
の
原
資
は
、
補
助

の
対
象
外
と
な
る
た
め
、
本

市
で
は
今
の
と
こ
ろ
導
入
予

定
は
な
い
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
用
に
は
、
暗
証
番
号
に
よ

る
認
証
が
必
要
。
暗
証
番
号

を
一
定
回
数
間
違
え
る
と
、

カ
ー
ド
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
り
、

不
正
に
情
報
を
読
み
出
そ
う

と
す
る
と
、
IC
チ
ッ
プ
が
壊

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
他
人
が
悪
用
す
る
こ
と

は
困
難
。
IC
チ
ッ
プ
に
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
が
高
い
情

報
は
入
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
紛
失
、
盗
難
等
は
、

24
時
間
365
日
体
制
で
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
が
対
応
。
ま
た
、

こ
の
内
容
は
市
広
報
紙
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
市

民
に
周
知
し
て
い
く
。

若年層が投票しやすい
環境を

大
おお

上
うえ

　正
まさ

春
はる

 議員
（公明党議員団）

7/10 執行 参議院議員通常選挙
第 5投票区（上岩出地区公民館）

10 代 37.19％ 50 代 49.52％

20 代 28.45％ 60 代 60.29％

30 代 34.28％ 70 代 61.56％

40 代 44.08％ 80 代
以上 41.59％

①
8月31日時点

申請率 51.2％

交付率 41.1％

②
9月末のめど

申請率 54.0％

いわで議会だより − 6 −いわで議会だより



に
記
載
で
き
な
い
方
は
、
投

票
所
の
係
員
が
代
筆
す
る
代

理
投
票
制
度
や
目
の
不
自
由

な
方
に
は
点
字
投
票
制
度
、

知
的
障
害
や
精
神
障
害
の
あ

る
方
に
は
、
障
害
の
特
性
に

合
わ
せ
て
、
投
票
所
内
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
も
可
能
。

再
　
質

　
問

障
害
者
向
け
の
防
災
マ
ニ

活
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

③
選
挙
に
お
け
る
、
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
配
慮
は
。

答
　
弁

　
生
活
福
祉
部
長

①
支
援
を
要
す
る
避
難
行
動

要
支
援
者
を
把
握
し
、
要
支

援
者
名
簿
を
作
成
。
８
月
末

現
在
の
対
象
者
数
は
１
，７
２

５
名
。
う
ち
希
望
者
に
個
別

避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
る
。

②
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
方
が
、
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
無
料
で
利
用
が
可
能
。

便
利
な
ア
プ
リ
で
あ
り
、

窓
口
等
で
周
知
し
て
い
く
。

答
　
弁
　
行
政
委
員
会
事
務
局
長

③
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機

能
の
障
害
が
１
級
ま
た
は
２

級
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便

等
に
よ
り
自
宅
で
投
票
で
き

る
制
度
が
あ
る
。
心
身
の
故

障
等
に
よ
り
自
ら
投
票
用
紙

ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
考
え
は
。

答
　
弁

　
生
活
福
祉
部
長

障
害
に
よ
っ
て
備
え
る
べ

き
も
の
や
、
す
る
べ
き
行
動

が
違
っ
て
く
る
こ
と
は
認
識

し
て
お
り
、
今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

災
害
時
に
快
適
な
ト
イ
レ

の
確
保
の
有
無
は
、
命
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
。

ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
い

か
ら
食
事
や
水
分
の
摂
取
を

減
ら
す
と
、
体
調
の
悪
化
に

つ
な
が
る
。

質
　
問

①
設
置
場
所
と
数
は
。

②
使
用
の
際
の
課
題
は
。

③
災
害
で
下
水
道
管
が
破
損

し
た
場
合
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
は
使
用
で
き
る
の
か
。

答
　
弁
　
上
下
水
道
局
長

①
令
和
３
年
度
末
で
、
市
立

体
育
館
、
市
民
総
合
体
育
館
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

岩
出
小
学
校
を
除
く
市
内
各

小
中
学
校
、
那
賀
高
校
、
堀

口
防
災
公
園
の
12
か
所
に
設

置
が
完
了
。

令
和
４
年
度
中
に
東
公
園
、

下
水
道
整
備
に
合
わ
せ
令
和

９
年
度
ま
で
に
岩
出
小
学
校

に
設
置
予
定
。

②
安
心
・
安
全
面
、
要
配
慮

者
へ
の
配
慮
、
衛
生
面
に
つ

い
て
の
配
慮
が
課
題
。

災
害
時
に
円
滑
に
使
用
で

き
る
よ
う
、
取
扱
い
の
習
熟

に
向
け
、
防
災
訓
練
な
ど
で

設
置
訓
練
を
取
り
入
れ
る
。

答
　
弁

　
総
務
部
長

③
下
水
道
管
が
破
損
し
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が
使
用
で
き

な
く
な
る
場
合
を
想
定
し
、

凝
固
剤
を
用
い
た
簡
易
ト
イ

レ
の
整
備
も
併
せ
て
行
っ
て

い
る
。

障
が
い
者
支
援
の
充
実
を

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

石
巻
市
で
は
３
，０
５
２
人
が

亡
く
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
は
397

人
。
全
住
民
の
死
亡
率
の
2.6

倍
に
上
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
そ

の
場
の
状
況
を
把
握
す
る
の

に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
逃

げ
遅
れ
た
り
と
、
災
害
弱
者

に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

質
　
問

①
災
害
時
の
逃
げ
遅
れ
を
な

く
す
対
策
は
。

②
デ
ジ
タ
ル
障
害
者
手
帳
の

奥
おく

田
だ

　富
と

代
よ

子
こ

 議員
（公明党議員団）
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市
政
に
問
う

　
　
　
　
今
後
の
改
善
を

①
現
状
の
維
持
管
理
体
制
は
。

②
凹
凸
の
補
修
と
葛

か
ず
ら

対
策
は
。

③
和
歌
山
県
の
電
気
過
払
い

問
題
か
ら
本
市
の
道
路
照
明

灯
及
び
防
犯
灯
の
総
基
数
と

電
気
料
金
は
。

答
　
弁

　
事
業
部
長

①
事
業
部
と
上
下
水
道
局
が

連
携
し
、
市
内
を
８
エ
リ
ア

に
分
割
。
毎
月
第
２
・
第
４

週
に
２
人
１
組
で
、
路
面
状

態
の
目
視
、
降
車
に
よ
る
確

認
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

②
計
画
的
な
舗
装
の
修
繕
と
、

毎
年
６
月
、
９
月
に
草
刈
り

を
実
施
し
て
い
る
。

答
　
弁

　
事
業
部
長

　
　
　
　
生
活
福
祉
部
長

③再
　
質
　
問

本
市
の
過
払
い
に
つ
い
て

答
　
弁
　
事
業
部
長

　
　
　
　
生
活
福
祉
部
長

過
払
い
や
未
払
い
の
錯
誤

は
な
い
。

市
民
の
不
安
と
疑
問
に
明

確
に
説
明
を
。

対
話
と
強
調
の
大
切
さ

質
　
問

職
員
の
飲
酒
運
転
問
題

に
つ
い
て

①
市
の
見
解
と
今
日
ま
で
の

対
策
は
。

②
今
回
の
問
題
を
教
訓
に
、

今
後
の
課
題
と
対
策
は
。

答
　
弁
　
市
長

今
回
、
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
法
を
守
り
、
市
民
の
模

範
と
な
る
べ
き
職
員
が
不
祥

事
を
起
こ
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
市
政
運
営
の
責
任
者
と

し
て
責
任
を
強
く
感
じ
て
い

る
。改

め
て
、
被
害
者
の
方
、

市
民
の
皆
様
に
お
わ
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
組
織
と
し
て
、

職
員
が
不
祥
事
を
起
こ
さ
な

い
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

答
　
弁

　
総
務
部
長

①
②
こ
れ
ま
で
も
、
職
員
に

対
し
綱
紀
粛
正
の
文
書
を
発

出
し
、
不
祥
事
防
止
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
を
実
施
し
て
い
た

が
、
今
回
の
件
で
、
改
め
て
、

研
修
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

今
後
の
課
題
は
、
今
回
の

事
故
を
他
人
事
で
は
な
く
、

自
分
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
。
引
き
続
き
公

務
員
倫
理
を
高
め
、
不
祥
事

の
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
。

再
　
質

　
問

不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
体

制
づ
く
り
を
構
築
と
の
答
弁

だ
が
、
他
の
自
治
体
も
対
策

し
て
い
る
。
こ
の
構
築
を
実

行
す
れ
ば
、
二
度
と
起
こ
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
故

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
よ

り
具
体
的
な
対
策
を
検
討
す

る
考
え
は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

甘
い
自
己
判
断
は
せ
ず
、

常
日
頃
、
体
調
管
理
と
酒
の

飲
み
過
ぎ
は
し
な
い
よ
う
に

意
識
付
け
を
行
っ
て
い
く
。

市
　
民
　
の
　
声

市
民
が
快
適
に
日
常
生
活

を
送
る
中
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
市
道
は
、
市
民

生
活
に
直
結
す
る
と
と
も
に
、

防
災
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

質
　
問

市
道
の
維
持
・
管
理

に
つ
い
て

尾
お

和
わ

　正
まさ

之
ゆき

 議員
（郁青青クラブ）

○道路照明灯
総基数 電気料金

531（185） 561 万 1,986 円

○防犯灯
総基数 電気料金

889（335） 257 万 1,342 円

※総基数は令和 4年 3月末時点
※電気料金は令和 3年度実績
※（　）内は LED 灯
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旧
統
一
教
会
は
、
信
者
か

ら
の
多
額
の
寄
附
に
よ
る
家

庭
崩
壊
、
霊
感
商
法
や
合
同

結
婚
式
な
ど
に
よ
る
被
害
を

引
き
起
こ
し
、
社
会
的
批
判

を
受
け
て
き
た
反
社
会
的
団

体
、
カ
ル
ト
集
団
で
あ
る
。

全
国
で
、
旧
統
一
教
会
と

関
連
団
体
と
の
政
治
家
及
び

行
政
と
の
関
係
実
態
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
。

質
　
問

旧
統
一
教
会
（
世
界
平
和

統
一
家
庭
連
合
）
へ
の
市
長

の
認
識
。
ま
た
、
関
わ
り
の

有
無
は
。

答
　
弁

　
市
長

安
倍
元
首
相
が
凶
弾
に
倒

れ
た
事
件
で
、
過
去
の
旧
統

一
教
会
の
話
題
が
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
報
じ
ら
れ
、
そ
こ
で

認
識
を
し
た
。

市
長
と
し
て
、
政
治
活
動

の
中
で
は
数
多
く
の
方
と
交

流
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

個
々
の
信
条
、
宗
教
関
係

な
ど
、
調
べ
る
の
は
困
難
で

あ
り
、
従
来
か
ら
の
交
流
者

に
は
関
係
者
が
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん

に
誤
解
を
与
え
ぬ
よ
う
、
改

め
て
慎
重
に
判
断
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

再
　
質

　
問

市
長
の
後
援
会
は
ど
う
か
。

答
　
弁

　
市
長

選
挙
の
手
伝
い
や
パ
ー
テ

ィ
ー
券
の
購
入
な
ど
は
、
前

段
階
で
確
認
さ
れ
ず
、
私
自

身
、
関
わ
り
が
な
い
と
認
識
。

今
後
と
も
社
会
的
に
問
題

の
あ
る
団
体
に
つ
い
て
、
調

査
や
把
握
を
し
な
が
ら
、
公

務
、
政
務
と
も
に
関
係
を
持

た
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

学
校
運
動
部
活
動
の

地
域
移
行

文
部
科
学
省
は
、
学
校
の

働
き
方
改
革
を
考
慮
し
、
２

０
２
３
年
度
以
降
、
休
日
の

部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
移

行
す
る
方
向
性
を
示
し
た
。

改
革
の
理
由
は
、
教
員
の

労
働
環
境
改
善
で
あ
り
、
生

徒
、
保
護
者
の
混
乱
を
生
じ

さ
せ
な
い
取
組
、
生
徒
や
教

師
、
保
護
者
の
三
者
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
る
た
め
の
地

域
移
行
の
改
革
が
必
要
で
は
。

質
　
問

現
状
と
課
題
は
何
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

本
市
立
中
学
校
の
部
活
動

の
加
入
率
は
83
％
（
運
動
部

57
％
、
文
化
部
26
％
）。

他
の
自
治
体
と
同
様
、
運

営
主
体
の
整
備
、
指
導
者
の

確
保
と
教
員
の
兼
職
兼
業
に

係
る
制
度
の
整
備
、
大
会
等

参
加
時
の
引
率
及
び
指
導
者

等
の
調
整
、
教
員
及
び
保
護

者
の
部
活
動
改
革
へ
の
理
解
、

自
己
負
担
の
在
り
方
や
保
険

の
在
り
方
な
ど
、
課
題
は
山

積
し
て
い
る
。

再
　
質

　
問

地
域
移
行
を
進
め
る
上
で

大
事
な
生
徒
、
先
生
、
保
護

者
の
声
に
市
は
ど
の
よ
う
に

応
え
て
い
く
の
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

現
在
、
中
学
校
教
員
向
け

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
中
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
で
、

よ
り
詳
細
な
実
態
が
分
か
る

と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
他
の
自
治
体
の
取

組
を
参
考
に
し
、
生
徒
や
保

護
者
の
声
も
聞
け
る
よ
う
な

体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

旧統一教会との
関わりを問う

市
いち

來
き

　利
り

恵
え

 議員
（日本共産党議員団）
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衆
議
院
選
挙
で
、
若
い
世

代
の
投
票
率
が
、
全
国
平
均

よ
り
15
％
も
高
い
山
形
県
遊ゆ

佐ざ

町ま
ち

。
「
少
年
議
会
」
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

質
　
問

①
少
年
議
会
事
業
の
効
果
面

と
し
て
、
若
者
の
提
言
を
議

会
と
同
等
の
重
み
を
持
っ
て

受
け
止
め
、
行
政
に
反
映
で

き
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
学

ぶ
べ
き
点
が
多
い
と
考
え
る

が
市
の
見
解
は
。

（
議
員
を
選
ぶ
だ
け
で
な
く
、

子
供
た
ち
の
願
い
を
、
本
予

算
45
万
円
分
予
算
化
）

②
投
票
所
の
場
所
す
ら
知
ら

な
い
市
民
も
増
え
て
き
て
い

る
。
投
票
所
の
場
所
を
含
め
、

市
民
へ
の
啓
発
活
動
強
化
策

は
ど
う
進
め
る
の
か
。

③
若
い
世
代
の
投
票
率
を
上

げ
て
い
く
上
で
、
那
賀
高
校

や
近
畿
大
学
と
協
力
し
て
、

若
い
世
代
が
投
票
で
き
る
環

境
や
、
投
票
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
研
究
も
す
べ
き
で
は
。

答
　
弁

　
行
政
委
員
会
事
務
局
長

①
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

の
は
、
投
票
率
向
上
を
目
標

に
少
年
議
会
を
事
業
化
し
て

い
く
こ
と
で
は
な
く
、
学
ぶ

べ
き
と
こ
ろ
は
、
中
高
生
の

時
代
に
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
や
政
治
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
づ
く
り
、
ま
さ
に

主
権
者
教
育
に
触
れ
る
と
い

う
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。

②
啓
発
活
動
強
化
策
は
、
選

挙
の
期
日
や
市
内
18
か
所
の

投
票
所
の
地
図
を
掲
載
し
た

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
新
聞
折

り
込
み
に
よ
り
配
布
。
そ
の

他
公
共
施
設
へ
の
配
置
を
行

う
。
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
お
い
て
、
投
票
所
、
投

票
区
域
一
覧
の
記
事
を
掲
載
、

投
票
所
の
住
所
や
施
設
名
、

施
設
の
写
真
を
案
内
し
て
い

る
。

③
県
立
那
賀
高
校
に
お
い
て

は
、
主
権
者
教
育
へ
の
取
組

と
し
て
、
模
擬
投
票
な
ど
を

行
う
県
の
出
前
講
座
を
活
用

し
て
実
施
。
近
畿
大
学
と
の

協
力
関
係
に
つ
い
て
は
、
啓

発
面
で
の
協
力
を
依
頼
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
県
道
泉
佐
野
岩
出
線
の

　
環
境
整
備
に
つ
い
て

質
　
問

①
総
合
体
育
館
～
広
域
農
道

ま
で
の
間
に
街
灯
設
置
を
。

②
根
来
団
地
東
側
周
辺
部
の

雑
草
、
歩
道
整
備
な
ど
環
境

改
善
を
。

③
堀
口
交
差
部
の
水
た
ま
り

の
で
き
る
状
況
の
改
善
を
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

道
路
管
理
者
で
あ
る
県
に

次
の
と
お
り
確
認
。

①
道
路
照
明
施
設
設
置
基
準

に
基
づ
き
、
道
路
照
明
を
検

討
。

②
植
栽
管
理
・
除
草
は
、
毎

年
お
お
む
ね
６
月
及
び
９
月

の
年
２
回
を
基
本
に
実
施
。

特
に
通
行
の
安
全
性
が
確
保

で
き
な
い
な
ど
、
通
行
の
支

障
の
程
度
を
考
慮
し
対
応
。

③
現
地
の
状
況
を
把
握
し
、

適
切
に
排
水
で
き
る
よ
う
改

善
策
を
検
討
。

－
６
－

市
職
員
の
１
人
勤
務

体
制
改
善
や
超
勤
、
日

直
体
制
な
ど
職
員
関
係

の
待
遇
改
善
も
質
問
し

ま
し
た
。

若い世代に投票率
向上施策

増
ます

田
だ

　浩
こう

二
じ

 議員
（日本共産党議員団）

県道泉佐野岩出線（堀口付近）
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②
植
栽
管
理
・
除
草
は
、
毎

年
お
お
む
ね
６
月
及
び
９
月

の
年
２
回
を
基
本
に
実
施
。

特
に
通
行
の
安
全
性
が
確
保

で
き
な
い
な
ど
、
通
行
の
支

障
の
程
度
を
考
慮
し
対
応
。

③
現
地
の
状
況
を
把
握
し
、

適
切
に
排
水
で
き
る
よ
う
改

善
策
を
検
討
。

－
６
－

委員6名、委員外議員2名が参加 タブレットによるペーパーレスを体験 議場を案内いただきました

令和 4 年 7 月 12 日（火）13 時から海南市議会に訪問し、ICT 化への取組と現状及び効果について、
研修いただきました。ペーパーレス化など時代に沿った議会運営に向け、ICT 化の重要性を再認識
した研修でありました。（委員長　玉田隆紀　記）

コロナ禍で中止されていた全議員研修を２年ぶりに開催することができまし
た。全議員研修は、議員の資質向上はもちろんのこと、刻々と対応が求められる
地方自治体の行政運営に対し、適正な審議、意見を行うために実施しております。

今回も時世に沿った内容を選定し、全議員で受講することができました。
議員一同、この研修で得た情報、知識を以て、より一層適正かつ円滑な議会

活動、運営に取り組んでいきます。

議長　福山　晴美　コメント

議会運営委員会

議 会 活 動 報 告

令和4年7月26日（火）から28日（木）まで、委員会室にお
いて、Zoomによりセミナーを受講しました。世界で新型
コロナウイルスが蔓延し、人と人のつながりが変化する中、
広報紙も転換期にあることから時代にあった広報紙の在り
方を学ぶことができた実りある研修でした。

（副委員長　市來　利恵　記）

議会広報常任委員会

〇令和4年10月18日（火）午前9時から正午
〇研修内容
　（1）内閣府男女共同参画局作成の動画
　　　「政治分野におけるハラスメント防止研修教材」

　（2）出張 ! 県政おはなし講座
　　　・個人情報保護制度   ・脱炭素社会の実現に向けて

全議員研修会

いわで議会だよりいわで議会だより− 11 −



上
岩
出
小
学
校

　
６
年

　
岩い

わ

橋は
し

　
昂こ

う

輝き 

さ
ん

春
、
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
は
、
根
来
寺
に
た
く

さ
ん
の
人
が
桜
を
見
に
来
ま
す
。
ぼ
く
が
根
来

寺
に
行
っ
た
と
き
に
は
「
き
れ
い
だ
ね
」
や
「
お

花
見
楽
し
か
っ
た
ね
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
岩
出
市
の
き
れ
い
な
花
で
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
で

き
る
こ
と
は
、
ぼ
く
は
す
ご
く
す
て
き
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
、
明
る
く
で
き
る
岩
出
市
は
す
て
き
な
所

で
す
。

ぼ
く
は
毎
年
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
、
岩
出
市
の
よ
さ
を
美
し
い

花
や
自
然
で
他
府
県
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

中
央
小
学
校
　
６
年
　
小お

川が
わ

　
笑え

凜り
ん 

さ
ん

私
に
と
っ
て
の
岩
出
市
は
、
自
然
豊
か
で
、

緑
か
が
や
く
美
し
い
市
で
す
。
そ
し
て
、
人
々

が
協
力
し
合
い
、
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
市
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
根
来
寺
は
、
春
に
な
る
と
桜
が
と
て
も
き
れ
い
に
咲
き
、
た

く
さ
ん
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
緑
花
セ
ン
タ
ー
は
季

節
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
々
や
花
々
が
咲
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
美
し
い
自
然
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

岩出市議会ウェブサイト
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの バー
コードリーダーで読み取ると、議会
ウェブサイトにアクセスできます。 QRコード
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　Email

：gikai@c
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い
わ
で
議
会
だ
よ
り
66
号

2022
12月

「手に取って 読みたくなる議会だより」を目標に紙面づくりに取り組んでいます

委員長 田中宏幸　副委員長 市來利恵　委員 梅田哲也　奥田富代子　尾和正之　福岡進二

岩出市議会広報常任委員会

●第４回定例会（12月議会）日程
午前9時30分から

 11月28日（月） 行政報告･議案説明

12月 2日（金） 質疑・委員会付託

12日（月） 討論・採決

14日（水） 一般質問

15日（木） 一般質問

★ 令和４年第４回定例会（１２月）の本会議開催予定日は、次のとおりです。
　  傍聴される方は、手指消毒やマスク着用等の基本的な感染症対策にご協力をお願いします。
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